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意見 
 
・人々がお互いに助け合うまち，血の通い合うあたたかいまち 
 
・年寄や障害のある人が１番便利な所に住めるまち 
・�コミュ�ニティバ�スなど�地域の生�活者が�利用しや�すい地�域内循環�交通を�整備す�
べき 
 
・�高齢者�が一人で�も住め�るような�住宅を�つくれな�いか，�また，そ�の支援�ができ�
ないか 
・�様々な�暮らし方�のある�まち（緑�の多い�まち，隣�どうし�の交流の�あるま�ち，学�
生のまち…） 
 
・バリアフリーを全市的にやったほうがよいのではないか 
・車を利用しないで生活できる街づくり 
 
 
・�札幌市�の人口増�加，減�少につい�て，市�ではどう�考えて�いるのか�。住宅�造成地�
の拡大の仕方に問題がある 
・都市計画で残すべき緑地と開発すべき地区を明確にすべき 
・�これか�ら樹林地�開発�（�都市造成�）�が�進�むので�，�丘�陵地開�発の危険�性の重�視を！�
（土砂，雨水流出など）�。 
・�厳しい�農業環境�の中で�，周辺部�の農地�をどのよ�うにし�ていくか�が重要�。また�
同時に，違法建築物などに対しては，適切な指導と規制が必要 
 
・�各世代�の人が自�然や緑�，公園に�話しか�けられる�場所，�子供たち�が安心�して遊�
べる川や公園，緑を増やしてくつろげるまち 
・�教育と�連携し，�子供の�頃からみ�どりと�親しみ，�意識を�高める環�境をつ�くるこ�
とは考えられないか 
・�行政の�サービス�として�住民にプ�レゼン�トする公�園では�なく，地�域の人�々が自�
分たちのコミュニティの場として愛していける公園を 
・緑の回廊を都市計画の中に 
 
・�量の確�保から，�生き物�が住むな�ど質的�な豊かさ�を求め�るみどり�環境づ�くりへ�
の転換が大事 
・�都心で�も動物（�リス等�）が見ら�れるよ�うな整備�，郊外�の緑が都�心まで�つなが�
ってくるような整備を望む。 
 
・冬にも強い公共交通機関の積極的な維持活用を図るべき 
・�道路が�狭くて困�ってい�るので除�排雪の�あり方の�ための�「除雪税�」を払�ってで�
も住みよいまちにしたい 
・�つるつ�る路面対�策や冬�の雪処理�対策と�そのため�のエネ�ルギー対�策を前�面に押�
し出すべき 
 
・�利便性�の高いと�ころで�良好な環�境を実�現し，そ�こで暮�らしたい�と考え�る層は�
結構多いと思う 
 
・�街に連�続性がな�く，街�並みのバ�ランス�が悪く美�しくな�い。マン�ション�とかネ�
オンサインとかをもう少し規制してはどうか 
・�市民も�行政も「�札幌」�に誇りを�持ち，�札幌の個�性を重�視したま�ちづく�りが求�
められる 

 
・高齢化のことも考えると，福祉関係の施設も都心に必要 
・都心の魅力を高め，都心にも人を住まわせることが重要 
・�身近な�拠点の育�成が重�要であり�，地域�のまちづ�くりの�機運を高�めるた�めの方�
針が必要 
・散歩したくなるまちがほしい 
 
・都心への交通の乗り入れ自粛や，周辺駅でのパークアンドライドの充実 
・�都心部�を中心に�放射状�に整備さ�れてい�る公共交�通体系�のなかで�，今後�は，地�
域中心核間の横移動を支えていくことも重要 
・ＪＲ・地下鉄・バス等の連携と価格体系の見直しが必要 
 
・�オープ�ンスペー�スは，�都心にお�いて，�その環境�を高め�魅力を増�してい�くとい�
う観点から，より重要である 
・道路や公園の整備などによって散歩が楽しくなる環境が大切 
 
・ポイントを持った街づくりをして欲しい 

原則を考えるキーワード 

助け合う・コミュニティ 

お年寄や障害のある人こそが�
安心・安全・便利に住める�

様々な暮らし方が選択できる�

バリアフリー�

車なしでも生活できる 

残すべき緑地�・�農地と開発すべき�
地区の明確化 

樹林地の保全 農地の保全 

人々が話しかけられる�
自然・緑・公園 

緑と教育との連携・意識啓発�

地域住民のコミュニテ�
ィの場としての公園 

量の確保から質的な豊かさへ 

都心でも動物がみられる 

郊外の緑が都心に�
つながってくる 

冬にも強い公共交通機関 

雪対策・エネルギー対策�

利便性の高いところで多く�
の人が快適に住める 

街並み景観を美しく 

札幌の誇りと個性の重視�

都心に機能を集め魅力を�
高める（福祉，居住） 

身近な拠点の育成 散歩が楽しい�
まちづくり�

都心への乗り入れ自粛 

パークアンドライド 

ＪＲ・地下鉄・バス等の連携�

ポイントを持ったメリハリの�
あるまち�づ�くり  

オープンスペース�

勉強会での意見 
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｢都市づくりの原則｣は，市民勉強会や素案公表時の意見を踏まえて掘り下げ，設定したものです。 

素案公表時の意見 原則＜目標系＞ 

原則３ 多くの人が集まる場を大切にします� 
３－１ 魅力ある都市機能の集積と活動・交流の活発化 
・�魅�力ある�都市機�能が集�積し，�世�界に向�けてその�魅力が�発信され，�国際的�・�広�域�的な交�流が活発�
化すること 

・�交�通結節�点など�で多様�な機能が�集積�・�複�合する�ことに�より，�に�ぎわい�が演出さ�れ，�まち�歩きの�
楽しさが高まること 

３－２ 公共交通によるアクセスの確保と歩行空間の充実 
・�多�様�な機能�の集�積状況�と公共交�通体系�との位置�関係が�相互に整�合し�，�公�共�交�通�を利用�してさま�
ざまな都市サービス施設に容易に到達できること 
・交通結節点とその周辺において，快適な歩行者空間のネットワークが確保されること 
３－３ きめ細かな公共的空間の配置とその多面的な活用 
・�歩�行�者の動�線に�接した�効果的な�ポケッ�トパーク�や屋内�型の広場�など�，�公�共�的�な�ゆとり�の空間が�
充実していること 

・�公�共�的なゆ�とり�の空間�が，�通行�や休息�のほかイ�ベント�や飲食な�どのス�ペースと�しても�活用でき�
ること 

３－４ 人が集まる場にふさわしい都市景観づくり 
・�交通結�節点や公�共広場�，�集客交�流施設�など人の�集まる�場の特性�に応じ�て，�一定�の統一�感を持�っ�
た街並みの形成や，シンボル性の高いデザイン要素の効果的な導入などがなされること 

原則２ 自然と共生し北の風土特性を尊重します� 
２－１ 環境への負荷の低減 
・都市基盤の整備において，環境への配慮が徹底されていること 
・�地�下�鉄駅周�辺の�居住密�度が高ま�るなど，�公�共�交�通の利�用しやす�い都市�構造が確�立され�ているこ�
と 

２－２ 市街地の外延的拡大の抑制と自然環境の保全・創出 
・市街�地の外�延的�拡大の�抑制を基�調とし�つつ�，�市�街地の�内外で，�守る�べき自�然環�境が確�実に守ら�
れるとともに，新たな創出が図られること 

２－３ 市民が触れる機会の確保を通じた自然環境の保全 
・�ゆ�た�かな自�然が�適切に�都市住民�に開放�されるこ�とで，�レク�リエ�ーショ�ンなどの�機会が�提供され�
るとともに自然環境の保全に対する意識が高まること 

・�都�市�住民自�らの�手によ�る自然環�境の管�理のしく�みなど�により，�幅広�く自然�環境�が保全�されるこ�
と 

２－４ 多面的な自然環境への配慮 
・健全な水循環が確保されていること 
・野生生物の生育空間の確保にも配慮され，自然環境のネットワークが形成されていること 
２－５ 冬期間の都市活動の維持と寒さや雪の活用 
・冬期間の道路交通の円滑化や歩行環境の向上が図られ，都市活動が維持されること 
・�ゆ�た�かな屋�内外�の公共�空間の形�成や雪�の冷熱エ�ネルギ�ーの活用�など，�寒さ�や積�雪を資�源として�
とらえ，北の風土特性を生かす取り組みが進められること 

２－６ 自然環境や風土特性に配慮した都市景観づくり 
・市街地内のみどりや水辺，地形的な特徴などが都市景観の中で生かされること 
・明瞭�な四季�の移�り変わ�りによる�背景の�変化�，�市�街地に�残る歴史�的遺構�など�，�札�幌の個�性を表現�
する要素に配慮した景観づくりが進められること 

原則１ 一人ひとりの暮らしの質の向上を支えます� 
１－１ 個性的で活力のある地域づくり 
・�都市が�利便性を�保ち，�生活を支�える基�盤として�機能す�るために�，�地�域�特性に応�じた適�正な密�度�
で人が住み続け，コミュニティ活動などが活発に展開していること 
・地域の住民が愛着と誇りを持てる，個性的で，魅力ある街並みが形成されていること 
１－２ 多様な住まい方の選択肢の確保 
・�さ�ま�ざまな�ライ�フスタ�イルを支�えると�ともに，�家族�構成の�変化�などに�応じた住�み替え�も可能と�
な�るよう�，�郊�外の�ゆとり�ある戸建�住宅や�利便性の�高い地�域での集�合住宅�など�，�多�様な住�まいが�
確保されていること 

１－３ 身近な利便性と快適性の確保 
・�徒�歩�を前提�とし�た距離�圏で�，�買�い物利�便機能な�ど基本�的な都市�サービ�ス機能が�享受で�きること�
・地域の公園や散策路など，ゆたかな時間を過ごせる空間が身近に確保されていること 
１－４ だれもが活動しやすい都市空間の実現 
・だれもが利用しやすく，利便性の高い公共交通機関が，交通体系の機軸をなしていること 
・�交通施�設や公共�的建築�物など，�多くの�人々が利�用する�空間のバ�リアフ�リー＊18 化�が図ら�れて�
いること 

１－５ 暮らしの安全と安心の確保 
・都市施設や建築物などが，自然災害や火災などに対して強いものであること 
・�延�焼�防止機�能を�持ち�，�避�難�や�救�助活動�の場とも�なる道�路や公園�などの�オープン�スペー�スが適切�
に確保されていること 

・�交�差�点や公�園な�どでの�見通しの�確保な�ど，�事故�や犯罪�の未然防�止のた�めの配慮�がなさ�れている�
こと 

住民の安全確�保もこ�

れからの重要課題 

防災面�での�配�慮に関�

する記述をすべき 

冬期の生活機�能の�

確保が重要で�ある�

ことを明示すべき� 

広域的視点，�訪�問者の�

視点から�集客�交流の�

重要性に�つい�て触れ�

るべき 
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意見 
 
・�都心部�の交通を�排除し�て歩行者�だけに�するとい�う時間�帯があっ�てもよ�いので�
はないか 
 
・眠っている施設の開放と利用（各事業所・小学校など） 
 
・�利便性�の高い土�地の高�度利用を�誘導す�るととも�に，周�辺の低層�建築物�主体の�
住宅地の環境を保全することも大切 
・�交通の�渋滞を少�なくす�る為に，�地下鉄�，バスタ�ーミナ�ル等のそ�ばに市�の安い�
駐�交通場�を設置す�べきな�のに，ど�んどん�都心に駐�車場を�つくるの�は間違�っ�て�
いる 
 
 
・�都心の�全体像を�示し，�市民にア�ピール�すること�が重要�。すなわ�ち交通�，景観�
などの個別の方針をトータルで整理し，全体像の見える方針が必要 
・�札幌市�として，�都市空�間形成の�基本的�な方針（�根幹を�なす考え�方）の�提示が�
必要 
・�市街化�調整区域�を一律�に規制す�ること�に限界が�ある。�調整区域�は「こ�うある�
べき」という方針が必要 
・�市街地�内部を高�密度化�しつつ，�そこで�豊かな住�環境を�実現して�いくた�めに，�
具体的な住宅の青写真（コーポラティブ住宅など）を考えておくことが重要�
・�交通ア�クセス手�段も，�赤字解消�だけが�目的では�不可。�哲学をし�っかり�もつべ�
きである。 
・�幹線道�路の整備�に力点�をおくよ�り，生�活者・歩�行者の�立場に立�った道�づくり�
など人にやさしい安全な交通環境を創出することが重要 
 
・�ハード�整備とと�もにソ�フト整備�（自分�たちのま�ちは自�分たちで�つくる�という�
意識など）を急ぐべき 
・用途地域による規制だけではなく，景観・デザインのコントロールが必要 
・�例えば�戸建住宅�が建ち�並ぶ地区�におい�て，現行�の法律�の範囲内�だから�といっ�
て突然高層マンションが建ち並ぶということはいかがなものかと思う 
・�一定規�模以上の�マンシ�ョンを建�築する�ときに，�オープ�ンスペー�ス（空�地）の�
確保を義務づけられないか 

・�例�え�ば地下�鉄の�延長を�検討する�として�も，�ただ�それだ�けを考え�るので�はなく�，�
パ�ーク・�アンド・�ライド�駐車場の�整備な�どの施策�もセッ�トで考え�るなど�，�総�
合的な検討が必要 
・これからどのようにしてみどりを充実していくのか，その推進方策が必要 
 
・�具体的�な市民参�加のあ�り方とし�て，地�域の将来�コンセ�プトを考�える段�階から�
計画決定の段階まで，各段階で参加の機会が保障されるべきだ 
 
 
・行政・企業・市民，三位一体でのまちづくりを！ 
・�市民は�自立と責�任に基�づいてま�ちづく�りに参加�し，行�政はその�ような�動きを�
きめ細かく支援する 
・地区毎の個性を住んでいる人が発見してそれを生かせるようなまちづくり 
・広い地域にまたがる問題では，市民による本当の合意は可能だろうか 
 
・�理念に�ついては�良いと�思えても�，そこ�から具体�の施策�が出てき�たとき�に納得�
で�きない�ものとな�ってい�ることも�多い。�その部分�をかた�ちづくる�プロセ�ス�を�
きちんと公開していくようなしくみが重要 
・�そもそ�も都市計�画とは�なんなの�か分か�らない。�行政と�市民が情�報提供�を共有�
するべき 
・�様々な�地域に応�じた更�新パター�ンの提�示など，�地域が�まちづく�りを考�えてい�
くための情報提供も必要 
・�建築協�定や地区�計画な�どの制度�を市が�もっと宣�伝すれ�ば，市民�も「こ�ういう�
方法がある」と話し合いも進むのではないか 
 
・住民参加については，法律に基づく「縦覧」という手続きだけでは不十分 
・市民と行政が対話できる場を日常的に設けておくことが必要 

原則を考えるキーワード 

時間帯による多様な活用 

遊休施設の有効活用�

土地利用のメリハリ 

土地利用の計画性�

個別方針から全体像の呈示へ 

根幹をなす考え方，哲学が重要�

車中心から生活者・歩行者中心へ�

ハード＋ソフト 

総合的な規制，総合的な施策展開�

現行制度を越える�・�補�完�
す�る必�要�性�

まちづくりの各段階での�
参加�の�機会�の�保障�

三位一体のまちづくり 

市民主体・行政支援�

プロセスの公開 

都市計画の多様な情報提供�

手続きの充実 

市民と行政が日常的に対話できる場�

勉強会での意見 
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素案に対する意見 原則＜進め方系＞ 

原則４ 既存資源を上手に再生・活用します� 
４－１ 魅力ある資源の効果的な活用 
・公�園・緑地�や河�川，歩行�者・自�転車道�など，多�様なオ�ープンス�ペース�が相互に�連携・接�続され�るこ�
とにより，各要素が利用しやすくなり，また，都市空間の魅力が高まること 
・地域の個性を演出する街路や建物，樹木などが，街並みの中で効果的に生かされていること 
・市街地内の遊休地などが，地域や都市全体の魅力を高める観点で効果的に活用されること 
４－２ 活用方法の工夫による機能の確保・向上 
・道路�空間や�公共�施設等�の利用の�時間的�・�空�間的�な有効�活用によ�り，十分な�機能�の発揮�がなされ�るこ�
と 
・道路等をイベント空間として利用するなど，公共空間の多面的活用が図られること 
４－３ 長期的な維持・活用 
・公�共施設�等が，適�切に維�持管理�される�とともに，�必要に�応じて�改修，多�用途へ�の転用�などが検�討さ�
れ，長期的に活用されること 
・新たな公共施設等の整備において，次世代に引き継ぎ得る質の高さが確保されること  
４－４ 既存資源の活用を促す都市構造への誘導 
・地下鉄をはじめとする既存の公共交通機関が利用しやすい都市開発が誘導されること 
・都市基盤施設が充実し，多様な都市機能が集積した既成市街地での居住が支えられること 

原則５：施策の総合化・重点化と協働を重視します� 
５－１ 明確な目標に基づく施策展開 
・施設整備や土地利用誘導において，目指すべき価値観が事前に明確化され共有されていること 
・�地�域�課�題�の緊急�性や�まち�づくり�の機�運，�市内外�への�効果�の波及�度な�どを�踏まえ�て施�策展�開の優�先�度�
を明確にし，確実で効果の高い都市づくりが進められること 

５－２ 多様な取り組みの組み合わせと柔軟な制度活用 
・�土�地�利�用�誘導や�施設�整備�，ソフ�ト施�策な�どの多�面的�な組�み合わ�せに�より�，施策�展開�の効�果が一�層�高�
まること 
・明確な目標の実現に向けた施策展開を支える観点から，制度の柔軟な活用が検討されること 
５－３ 共有される都市づくりのプロセス 
・�計�画�づ�く�りから�施設�整備�，管理�まで�の一�連のプ�ロセ�スに�おいて�，市�民等�のかか�わり�の機�会が確�保�さ�
れていること 
・�地�域�の�自�主的な�活動�の積�み重ね�が，�地域�の魅力�を高�め，�ひいて�は都�市全�体の魅�力向�上に�つなが�る�こ�

しくみ：都市づくりの取り組みにおける「協働」のしくみの充実� 
基本方針１ 取り組みの内容に応じた多様な「協働」 
･�「�企画�・�計�画」�か�ら�「事業等�の実�施」�，�「維持�・�管�理」�，�「評価�・�見�直し」�まで，�取�り組み�の各段階�で�，�
協働の取り組みを進めます。 
･継続的に取り組みを推進する体制を，テーマに応じて適切につくります。 
･区域区分(線引�き)や用途地域，�周辺市と連絡�す�る幹線道路な�ど�．広域的な影�響�を持つ事項に�つ�い�て�
は�，�多�様�な�立場の�利害�をよ�り総合�的視�点か�ら調整�して�いく�必要が�ある�ため�，行政�の主�体性�と責任�が�
強�く�求�め�ら�れます�。そ�のた�め，行�政か�らの�十分な�情報�提供�と幅広�い意�見交�換のも�と，�具体�の取り�組�
みを進めます。 
･地区�計画や�住宅市�街地内�の生活道�路など，�地域的�な事項�について�は，�地域�住民の�自主的�なかかわ�り�
が�と�く�に�重�要です�。行�政は�，地域�の自�主的�な活動�への�支援�や，全�市的�な観�点から�の取�り組�みの方�
向性の調整を行います。 
･地域�の住民�などの�主体的�な取り組�みを行�政が支援�し，地�域ごとの�都市づ�くりの指�針を定�めるなど�，�
市�民�・�企�業�・行政�等の�協働�による�地域�の取�り組み�を推�進し�ます。�その�際，�施設等�の維�持管�理や建�
物更新の段階的誘導など，事後の継続的展開をも視野に入れた推進体制づくりを重視します。 
･個別�の施策�が相互�に整合�して展開�され，�総�合的か�つ一体�的な都市�づくり�が推進さ�れるよ�う，�関係�部�
局�がこの�マスター�プラン�を共有し，�個々の�取り組�みにつ�いてマス�タープ�ランとの�整合を�確保しま�す。�
･各種�施策を�効率的�・�効�果的に�推進�するた�め，�行政�の関係�部局間で�の連携�・�協�力を�一層強�め，�テー�マ�
に�応�じ�た�推�進体制�のも�とで�総合的�な取�り組�みを進�めま�す。�とくに�，都�市づ�くりの�力点�に掲�げた５�
つのテーマについては，行政としても積極的かつ重点的に取り組みを推進します。 
･上位�計画の�見直し�や各種�施策の展�開状況�等に応じ�て，�この�マスタ�ープラ�ンの適切�な見直�しを行い�ま�
す。 

基本方針２ 都市づくりに関わる情報の共有 
･都市づくりに関する情報の収集・提供を総合的に行うしくみを整えます。 
･情報通信技術を活用し，より見やすく，使いやすい情報提供を進めます。 
･地域の自主的な活動の芽をはぐくむため，出前講座の実施など，学習機会の充実を図ります。 
･地域�の自主�的な活�動を支�えるため，�取り組�みのテ�ーマに�応じて行�政の相�談�・�支援�窓口の�一元化を�図�
ります。 

基本方針３�都市計画制度の運用における分かりやすさと透明性の確保 
･都市�計画の�案の作�成に当�たっては�，�説�明�会や公聴�会の開�催，�計画�提案制�度の適切�な運用�など，�市�民�
意向を把握し，案に反映するための取り組みを充実していきます。 
･都市�計画の�決定に�当たっ�ては，�案�の内容�や決定す�る理由�，�手続き�スケジ�ュールな�どを広�く，�分か�り�
や�すく周知するとともに，意見聴取の機会を充実していきます。�

既�存�資�源の有�効活�

用�に�関�する記�述を�

充実すべき 

協�働�の�取り組�みを�
支�援�す�る仕組�みを�
充�実�し�ていく�必要�
がある 

市民との�情�報�の�
共有や市�民�意�識�
の向上が�重�要�で�
ある 
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